
「不足」「不合理」「道徳」「季節」といった、日常の常識を
問う問題です。普通に考えればわかる問題ばかりですが、季節
に関しては16「季節感」を参考にするとよいでしょう。不足や
不合理などには少々難しい問題もありますが、面白いので楽し
く取り組むことができるでしょう。

季節感の問題は、時間感覚の発達していない幼児には理解する
のが難しい問題です。日常生活の中で四季感覚の育成に努める
べきですが、文明の発達が季節感覚を喪失させている面もある
ので、知識として暗記させるのも一つの方法です。

この「童話・昔話」の問題は、小学校受験対策だけではなく、
物語的文章構成力の基礎作りという観点でとらえるようにして
ください。主要な物語の内容をきちんと理解し、主人公・あら
すじ・登場人物との関係などを覚えましょう。

「ことば」とは言語能力のことであり、その本質とはコミュニ
ケーションの能力でもあります。この能力は社会ではとても重
要視される能力です。思考をきちんとした言語で表現し、互い
に理解しあえるようにことばの能力を鍛えましょう。

－　８　－ 不合理の発見
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－　24　－ 不合理の発見
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　季 節 感－　１　－

＜例題１＞　秋のものの絵に○を、冬のものの絵には

　　　　　　△をつけましょう。

－　５　－ 　季 節 感

＜例題５＞　季節の順番どおりに、絵が並んでいます。□の中

　　　　　　には、どの季節のものが入りますか？下の四つの

　　　　　　中から選んで○×△□をつけましょう。

→ → →

→ → →

→→→

↓

↓

× □ ○ △
－　11　－ 　季 節 感

＜例題11＞　下の絵の中で、一年のうちで一番早く咲く花に○を、

　　　　　　二番目に早く咲く花に△をつけましょう。

－　８　－ 　童話・昔話

＜例題２＞の類題⑥　「したきりすずめ」のお話にでてくる

　　　　　　　　　　ものを、○でかこみなさい。

－　14　－ 　童話・昔話

＜例題４＞の類題③　「ぶんぶくちゃがま」のお話にでてくる
　　　　　　　　　　　ものに、○をしなさい。

－　21　－ 　童話・昔話

＜例題７＞の類題①　「きんたろう」のお話のじゅんばん通りに

　　　　　　　　　　　□の中に、○で１～６までをかきなさい。

　こ　と　ば－　１　－

＜例題１＞　ことばのはじめに、「か」のつくものを

　　　　　　○でかこみなさい。

－　８　－ 　こ　と　ば

＜例題４＞の類題①　左上のものとさいごが、同じ音でおわる

　　　　　　　　　　ものに○をつけなさい。

－　26　－ 　こ　と　ば

＜例題14＞の類題①　

①　「さみしい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

②　「すずしい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

③　「おもい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

④　「たのしい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

⑤　「うれしい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

⑥　「ねむい」という意味をあらわす絵に、○をしなさい。

①

②

③

④

⑤

⑥

　空間認識－　25　－

動物マンション　４

①　１番上の階の右端の部屋に住んでいるものに、○をしてください。

②　下から２番目の階の左端の部屋に住んでいるものに、△を、

③　上から３番目の階の真ん中の部屋に住んでいるものに、□を、

④　４階の左から２番目の部屋に住んでいるものに、×をしてください。

　空間認識－　20　－

面描写　６ 左のお手本どおりに、右に形をかきましょう。

→

→

→

　空間認識－　４　－

平面位置　４ 左のお手本どおりに、右に形をかきましょう。

→

→

→

→

空間能力は数や言語の基礎能力をなす、とても大切な能力であ
り、空間感覚を育成することなくして思考力、問題解決能力は
育ちません。空間能力を鍛えるには「平面位置」や「点描写」
を間違わずにできるまで一日一問ずつこなすのがよいでしょう

例題　１

積み木の数だけ、○をかきなさい。

「積み木」の問題－　１　－

例題　３

四つの積み木の中で、一つだけ数の違うものがあります。その

積み木をみつけて○をつけなさい。

「積み木」の問題－　３　－

(例題７)の類題　２

左端の積み木は、右の２つの積み木を合わせるとできます。どの

積み木とどの積み木でしょうか。見つけて○をつけましょう。

「積み木」の問題－　26　－

積み木の数を瞬時に認識する訓練です。全国の有名小入試の積
み木の問題を８種類に分類してあります。この問題は入試によ
く用いられるだけでなく、数能力全般の能力育成に効果的で、
特に事象の抽象化・概念化の能力育成には効果を発揮します。

積み木を自在に分割し、集合体として瞬時に数を認識すること
で、四則演算のすべての基礎が育成されます。積まれた積み木
をただ数えるだけの数唱主義は、小手先だけの計算技術であり
数能力の向上には役立ちません。

積み木の数はいくつですか？

　積木の数①－　１　－

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

積み木の数はいくつですか？

　積木の数①－　26　－

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

積み木の数はいくつですか？

　積木の数②－　27　－
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④

⑦
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　重なり図形－　６　－

＜例題１＞の類題⑤　一番上にある形はどれですか？下の箱

　　　　　　　　　　から選んで○をつけなさい。

－　８　－ 　重なり図形

＜例題２＞の類題　左の形は、右の形や絵が重なってできたもの

　　　　　　　　　です。形や絵を見つけて○をつけなさい。

－　27　－

　→　

　→　

　→　

　→　

　→　

　重なり図形

＜例題６＞の類題④　とうめいなビニールのうえにかかれた形を、

　　　　　　　　　　点線のところで左から右に折り曲げると、右

　　　　　　　　　　のどの形になりますか。１つみつけて、○を

　　　　　　　　　　つけなさい。

図形能力は知性を構成する主要な能力であり、後天的に育つ知
性ですので、訓練なくして育つことはありません。図形能力向
上に向けて、解答のために図形を書き込むようなことはせず、
図形の実物を用い、実際に図形を重ねて指導してください。

10　　空間認識 11　　積み木の問題

15　　不合理の発見 16　　季節感

17　童話・昔話 18　　ことば

12・13　積み木の数①・② 14　　重なり図形


